ウミネコにおける卵黄内のホルモンによる母性効果に関する生理・生態学的研究 by 富田, 直樹
 
 
氏     名   富田 直樹 
学 位 の 種 類   博士（理学） 
学 位 記 番 号   第 5220 号 
学位授与年月日   平成 20 年 6月 30 日 
学位授与の要件   学位規則第４条第 1項該当者 
学 位 論 文 名   Ecological and physiological study on maternal effects mediated  
by yolk hormone in the Black-tailed gull Larus crassirostris 
（ウミネコにおける卵黄内のホルモンによる母性効果に関する生理・ 
生態学的研究） 
論文審査委員   主 査 教 授 沼田  英治   副 査 教 授 山倉  拓夫          
 副 査 准教授 高木  昌興   副 査 日本大学歯学部准教授 酒井 秀嗣 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
Maternal effects（母性効果）とは、雌親が遺伝形質以外のメカニズムによって子の表現型や行動
に影響を与えることである。鳥類では、卵黄内に含まれるテストステロン（T）による母性効果が報
告され、その Tが雛の餌乞い行動を活発にし、成長速度や生残率を増加させる効果を持つことが明ら
かにされてきた。ウミネコの雌の約 60%は、2卵を産む。また、本研究で卵サイズは産卵順と共に減
少し、孵化のタイミングは同時孵化と非同時孵化の 2通りであることが明らかになった。つまり、後
に孵化した雛（B雛）は、最初に孵化した雛（A雛）との間で体サイズ差が生じ、親から餌を獲得す
る競争において不利になる。そこで本研究は、雌親由来の卵黄内の Tが、B雛の成長に与える影響を
調べ、母性効果を検証することを目的とした。 
クラッチ内において産卵順の遅い卵ほど卵黄内の T濃度が高くなることが明らかになった。また、雛
間競争が生じない 1雛だけの巣では、卵黄内の T濃度が高いほど、雄の巣立ち体重は重くなった。つ
まり、Tの配分は、卵サイズ差と非同時孵化によって生じる雛間の競争力の差を補正し、B雛の生残
率を高めるための雌親の操作の可能性が示唆された。次に、卵サイズ差、孵化タイミング、卵黄内の
T濃度差、および雛の性が、A雛と B雛の巣立ち体重と成長速度に与える影響を調べた。その結果、A
雛の巣立ち体重は、雄の方が重かった。また、B雛の成長速度は非同時孵化と卵サイズ差によって抑
制された。ただし、雄は卵サイズの影響を受けなかった。つまり、ウミネコの雌は卵黄内の Tを調節
することで、雛間競争を操作し、クラッチ全体の雛の生残率を高め、かつより大きな雄雛を巣立たせ、
効果的に適応度を高めている可能性が示された。 
本研究は、鳥類の母性効果について、生態学的手法と生理学的手法を用いて、自然環境下で雛間競争
に与える要因を総合的に検証し適応的意義について言及した初めての研究である。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
鳥類の卵体積には、一腹の産卵順番にともなう規則性が認められ、多くの場合、産卵順番が進むに
つれて卵体積は小さくなる。この規則的変化の適応的意義は、卵体積、一腹の卵数と孵化順番の関係
から議論されてきた。卵体積や卵数は、生態環境の時間的変化に影響されるが、この点を考慮に入れ
た研究はこれまで行われてこなかった。 
本論文は、日本列島近海の固有種であるウミネコを対象として、まず卵体積と卵数を決定する要因を、
海洋環境との関係から探索した。さらに、卵体積の規則変化の適応的意義を卵黄に含まれる雄性ホル
モンであるテストステロンの量から検討した。 
その結果、ウミネコの産卵は産卵開始前の表面海水温の影響を受け、水温が低い場合、高い場合とも
に産卵開始が遅れ、一腹の卵数が少なくなった。一方、卵体積は表面海水温の影響を受けなかった。
また、卵体積は産卵順番が遅くなるにつれて減少したが、卵に含まれるテストステロン量は増加した。
これは母親の血中テストステロン量を反映したものではなかった。一雛で育てられた場合には、テス
トステロンが雛の成長を促進していると考えられた。以上より、テストステロン効果として、遅れて
小さな卵から孵化した雛の競争力の低さを補っていることが示唆された。 
本論文において、生活史形質の適応的意義の解明に、環境の季節変化というマクロな視野と卵黄内の
ホルモンの影響というミクロな視野の両方の観点を取り入れる方法が導入された。本論文の成果は、
卵の大きさや一腹の卵数などの生活史形質の適応的意義の研究に再考を促し、これからの研究に新た
な方向性を与えると期待される。以上のように、本論文は鳥類の生活史の進化の解明に寄与するもの
であり、博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
